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　平成 19 年 12 月 8 日，小生は岩手県釜石市の五葉山
の山林の中で鹿の出現を待ちながら，脱稿日が来週に
せまった新年号の編集後記の「構想」を練っていまし
た。先般より，遠くの稜線方向から鹿を追い出す勢子
の賭け声とともにライフル銃の鋭い銃声が数発聞こえ
ていました。雪の少ない今年は，高所でも食料を十分
確保できるため，鹿がそこに居つき，山から降りてき
ません。したがって，鹿を撃つことができる確率は，
稜線に近い待ち場ほど高率であり，持病の腰痛のため
四輪駆動車を降りた地点の周囲に陣取らざるをえない
小生にとって，今回の銃声は小生とは関係のない遠い
別世界の出来事のように思われました。
　そのとき突然，近くの林の中から勢子が放つスラグ
銃の銃声の後に「バリ，バリ」というブッシュをかけ
わける音がし，全力で疾走する真っ黒い物体が目視で
きました。直ちに愛用のブローニング・ライフル銃を
挙銃し，スコープの視野に立派な 2 段角を持つ雄鹿を
捉えることができました。この時点で小生の頭の中は
真っ白になり，標的の位置と引き金を引くタイミング
のみに集中しました。2 発連射の結果，本州鹿として
は大物の体重 75 kg の獲物を得ることができました。
そんなわけで，山中での「構想」は完全にぶっ飛び，
区切りとして大切な新年号にもかかわらず，このよう
な雑文のみしか書けない自分を恥じています。
　さて，今月号の総説は，東京医科大学教授・大堀理
先生の「根治的前立腺全的除術における positive surgi-
cal margin の意義」で，重要な問題を提起する整理さ
れた内容です。先生の「術者として尿失禁や勃起不全
の予防に注意がいくのは当然のことであるが，同等か

それ以上に＋SM 率の改善は大切である」との指摘は，
重みのある共感の持てる主張です。本論文は質の高い
欧米からの研究・文献に基づいています。エビデンス
レベルの点からやむをえないと考えられますが，日本
人の特性，欧米人とのゲノムの違いの観点からは，必
ずしも本邦の実情を反映していないという可能性に配
慮する必要があります。本邦における＋SM の意義を
検証する研究が期待されています。
　セミナーは三重大学准教授・有馬公伸先生らの「腎・ 
副腎腫瘍に対するラジオ波凝固療法」です。RFA は，
保険適応とはなっていませんが，日本泌尿器科学会編
「腎癌診療ガイドライン」において，腎癌治療の低侵
襲療法として推奨されており，11 月の日本 EE 学会の
シンポジウムでも熱い議論が交わされています。RFA 
に関する最先端の情報・考え方を学ぶことができま
す。その他，原著が 1 編，症例報告 3 編，小さな工夫
が 1 編で，それぞれ興味のある力作です。
　さらに，特別寄稿として，大阪船員保険病院・客野
宮治先生らの「過去 10 年間における泌尿器科領域の
医療訴訟の考察」が掲載されています。いつもの学術
論文とは毛色の違う論文ですが，日常診療において
知っておくべき非常に重要な内容だと思います。また，
交見室には，地域医療振興協会ヘルスプロモーション
研究センター・岩室紳也先生から前立腺ラテント癌に
関する質問が寄せられています。この解答を含めて，
読者諸兄の活発な議論を期待します。
　平成 20 年，どうぞ今年も宜しく「臨床泌尿器科」
のご愛読をお願いいたします。
 （藤岡知昭）
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